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１．組織の概要 

（１）事業所名及び代表者氏名 

株式会社 ジェイスリーホンダ 

代表取締役 佐藤 和幸 

（２）所在地 

本社：神奈川県相模原市緑区相原３丁目１７番６号 

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

環境管理責任者  佐々木純子 

担当者        佐々木純子 

連絡先 電話  ０４２－８１５－２７２６     ＦＡＸ  ０４２－７１２－２７２３ 

ｅ-mail 5895bxoe@jcom.ne.jp 

（４）事業活動の内容 

産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運搬業，施設・設備の解体工事業 

（５）事業の規模  

（2022年度：2021年 11月 1日～2022年 10月 31日）  

収集運搬量（ｔ）      280 

売上高 (百万円)      193 

従業員数 (人)        3 

延床面積 (ｍ2)       60 

 

２．対象範囲（全組織・全活動） 

（１）認証・登録対象組織 

本社 

（２）認証・登録対象活動 

産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運搬業，施設・設備の解体工事業 
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３ 情報公開項目 

（１） 法人設立年月日 

２００4 年 5 月 26 日 

 

 （２）資本金 

    1,000 万円 

 

 （３）許可の内容 

   ①産業廃棄物収集運搬業許可 

許可者 許可番号 許可年

月日 

積

替

え

保

管 

燃

え

が

ら 

汚

泥 

廃

油 

廃

酸 

廃

ア

ル

カ

リ 

廃

プ

ラ 

紙

く

ず 

木

く

ず 

繊

維

く

ず 

動

植

物

性

残

渣 

ゴ

ム

く

ず 

金

属

く

ず 

ガ

ラ

ス

陶

磁

器 

鉱

さ

い 

が

れ

き

類 

ば

い

じ

ん 

   

有効年

月日 

神奈川県 第 01406129442 号 R3/9/21 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○    

R8/9/12 

東京都 第 13-00-129442号 

 

R3/10/2 

R8/10/1 

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○    

埼玉県 

 

第 01104129442号 R3/12/17 

R8/10/30 

無  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○    

山梨県 

 

第 01900129442号 R3/12/13 

R8/12/12 

無  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  〇 〇  〇     

栃木県 

 

第 00900129442号 R4/9/26 

R9/9/25 

無 〇 〇 

 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇     

 

  ②特別管理産業廃棄物 

許可者 許可番号 許可年

月日 

積

替

え

保

管 

廃油 

（揮発油

類 

灯油類 

軽油類） 

廃酸 

（ ㏗ 2.0

以下のも

の に 限

る） 

廃アルカリ 

（㏗ 12.5以

上のものに

限る） 

廃水銀 

等 

廃 石 綿

等 

汚泥 燃え殻 

有効年

月日 

神奈川県 第 01456129442号 R3/9/21 無  〇   〇   〇   〇   〇   

R8/9/12 

東京都 

 

第 13-57-129442 号 R3/10/2 無    〇    〇   〇   〇   〇   

R8/10/1 

栃木県 

 

第 00950129442 号 R4/9/26 無    〇    〇   〇       〇  〇 

R9/9/25 

 

 （４）車両等の台数 

 

   ２トン車   １台 

 

   ４トン車   １台 
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４．環境管理体制 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役職 責任及び権限 

代表取締役社長 
1. 環境管理責任者の任命 

2. 経営における課題とチャンスの明確化 

3. 環境経営方針の制定 

4. 環境経営システムの実施及び管理に必要な資源の準備（実施体制の構築） 

5. 環境経営システムの定期的見直しの実施 

6. 社内情報の外部公開可否決定 

環境管理責任者 
1. 環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善 

2. 社長への環境経営システムの実施状況報告 

3. 推進機関であるＥＡ２１事務局の責任者として事務局運営 

4. それぞれの業務、役割に応じ、必要な教育、訓練を適切に計画、実施 

5. 関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底 

6. 環境関連文書及び記録の作成、整理 

部門責任者 
1. 環境経営システムの方針、実施計画を自部門で実施、維持、継続的改善 

2. 環境上の緊急事態への準備及び対応 

従業員 
1. 環境経営方針を理解し、環境経営計画に従って活動する 

 

代表取締役社長 

佐藤 和幸 

   環境管理責任者 

    佐々木 純子 

現場・部門責任者 

 佐藤 和幸 

○   ○ 

 

 

事務・部門責任者 

 佐々木 純子 

    

 

 

ＥＡ２１事務局 

   佐々木 純子 
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５．環境経営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社ジェイスリーホンダ環境経営方針 

基本理念 

当社は、地球環境の保全が人類共通の重要課題であることを認識して環境経営に取

り組み、産業廃棄物収集運搬事業のあらゆる面で環境保全に配慮した行動をすること

により、低炭素社会の実現と循環型社会の実現を目指すとともに、次世代への継承に

貢献します。 

 

環境経営方針 

１ 環境経営システムを効果的に運用して環境保全の向上に努め、システムの継続的

改善を図ります。 

 

２ 環境関連法規、条例等を遵守し、環境汚染の未然防止に努めるとともに、次の活

動に取組み、環境負荷の低減に努めます。 

（１）電気、燃料等の省エネルギーを推進し、二酸化炭素の排出量を削減します。 

（２）分別を徹底し、廃棄物の削減とリサイクルによる資源化を推進します。 

（３）適正使用による節水を推進し、総排水量を削減します。 

（４）再生コピー用紙の購入や裏紙の利用等による資源の有効利用を図ります。 

 

３ この環境方針を全従業員に周知するとともに、環境教育を実施して、環境保全意

識の向上に努めます。 

 

 

2021 年 12 月 15 日制定 

 
株式会社ジェイスリーホンダ 

 
代表取締役社長 佐藤 和幸 
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６．(基準年の環境負荷と)環境経営目標 

環境目標 項目 

基準年（実績） 年度目標 中期目標 

2021 年度 

（通年） 

2020/11 

～21/10 

2021年 1月

～ 

2021 年 10

月 

2022 年度

（通年） 

2021/11 

～22/10 

2022 年 1 月 

～ 

2022年 10月 

2023 

年度 

2022/11

～23/10 

2024 

年度 

2023/11

～24/10 

  1％削減 １％削減 ２ ％ 削

減 

３％削減 

１．二酸化

炭素排出

量削減 

ＣＯ２総量 

(Ｋｇ－ＣＯ２) 

 
7,519 

 

5,543 

 

 7,444 5,433  7,369  7,293 

① 電力 

使用量の

削減 

電力使用量 

（本社） 

  (ｋWh) 
  2,335   1,999  2,312   1,960  2,288  2,265 

②軽油 

使用量の

削減 

軽油使用量 

（現場） 

   (L） 
   2,514   1,806  2,489   1,770  2,464  2,439 

        

２．一般廃

棄物排出

量の維持 

一般廃棄物排

出量（kg） 

 

   240 

 

 

   200 

 

  240  

 

    200 

 

  240 

 

  240 

 

        

３．水使用

量の削減 

 

水の使用量     19    15    19      15    19    18 

        

４．産業廃

棄物再資

源化向上 

提案件数 

   （件） 

    10     8     10 

   

     ８ 

   

 10 

   

 10 

 

   

        

※電力の CO2排出係数は 0.442kｇ-CO2/kWｈ（東京電力エナジーパートナー2019年度

実績調整後）。 

※当社は化学物質を使用していない。 

※一般廃棄物の 2021 年度基準値の単位は「袋」だったので 1 袋=10kg と換算した。 
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７．環境経営計画の内容 

  当社の環境保全に向けた具体的な取組の内容を以下に示します。 

 １．二酸化炭素排出量削減 

（１） 電気使用量の削減 

① 使用していない照明やパソコンを消すことによる電力使用量の抑制 

② 冷暖房の温度の設定管理とエアコンの清掃 

 

（２） 軽油使用量の削減 

① 燃料効率の良い速度で運転 

② 高率の良い配車計画による車利用 

③ アイドリングストップ 

④ 適正な空気圧の保持 

⑤ 適正な車両の整備 

 

２． 一般廃棄物排出量の削減  

① 廃棄物の分別の徹底 

② コピー用紙の裏紙利用 

 

３． 水使用量の削減 

① 節水意識の喚起 

② 節水表示板の設置 

 

 

４．産業廃棄物リサイクル率の向上 

①産業廃棄物再資源化に向けての提案 
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８．環境経営計画、環境経営目標の実績、取組結果とその評価 

 

環境活動計画 

取組結果とその評価（2022 年 1 月～2022 年 10 月） 

環境目標 実績 
達成

区分 
環境経営計画の取組み評価 

１．二酸化炭素削減 

ｋｇ－CO2  

 5,433 

 

6,431  

          

× ・電力・軽油の使用量が増えた為、二酸

化炭素は削減出来なかった。 

・空調の適温化、不要照明の消灯を徹

底し二酸化炭素の削減に繋げたい。 

① 電力使用量の削減 

・エアコンの温度管理 

・消灯の徹底 

 

   1,960 

kWh 

 

2,104 

kWh 

 

× 

・取組を励行したが目標を達成できなか

った。寒い日が多かったため、暖房の使

用が増えた。・猛暑日も続きエアコン使

用時間が増えてしまった。 

・空調の設定温度を啓発していく。 

② 軽油使用量の削減 

・車両の点検整備の徹底 
・エコドライブの徹底 
・運転者教育の実施 

 

  1,770 

    Ｌ 

 

2,132 

    Ｌ 

 

× 

・遠隔地までの運搬回数が増えた為に

軽油使用量が増加した。 

・エコドライブは徹底して行っていた。 

・効率ルートの再確認を行う。 

     

２．一般廃棄物排出量削減 

・廃棄物分別の徹底 

・排出量の測定 

・コピー用紙の裏紙使用 

    200 

    kg 

 

    200 

kg 

 

〇 

・日常の取組により目標達成。廃棄物の

分別が徹底された。コピー用紙の裏

紙使用を皆が意識して実施した。 

担当者が排出量の測定を 確実に実

施した。 

     

３．水使用量の削減 

・節水意識の喚起 

・節水表示板の設置 

 15 

   ㎥ 

19 

㎥ 

 

 × 

・業務での汚れ物が多く出たので洗濯

機の使用が増えた。 

・洗濯物のまとめ洗いを徹底する。 

・トイレの節水機能を使用する。 

     

４．産業廃棄物リサイクル率の

向上 

・再資源化に向けての提案 

10 件    23 件 〇 ・提案機会の拡大。 

・コロナ過でも打ち合わせの回数を増や

すことが出来た。 

 

     

○：目標達成、×：目標未達 
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９．次期（2023 年度）の環境経営目標及び環境経営計画 

 

 

環境目標 

環境経営目標及び環境経営計画（2022 年 11 月～2023 年 10 月） 

基準値 

 

環境目標 

2％削減 

 

担当者 
次期の取組内容 

１二酸化炭素 

排出量削減        
7,519 

kg-CO2. 

7,369 

 kg-CO2 

          

佐藤 ・効率空調に努める 

夏場 27 度、冬場 21 度の基準運

転を徹底する。 

① 電力使用量の 

削減 

 

2,335 

kWh 

2,288 

kWh 

佐々木 ・エアコンの温度管理 

・定期的にフィルターの清掃をする。 

・消灯の徹底 

・不使用機器電源 Off の徹底 

・電灯の LED 化推進 

② 軽油使用量の 

削減 

 

2,514 

Ｌ 

2,464 

   Ｌ 
佐藤 ・運転者教育の実施を再度行う 

・エコドライブの徹底 

・車両の点検整備の徹底 

・効率の良い配車計画 

     

２．一般廃棄物 

排出量削減 

 

    240 

ｋｇ 

240 

  kg 

佐々木 ・排出量把握の徹底を図る。 

・コピー用紙の裏紙使用 

・分別廃棄の徹底 

     

３．水使用量の削減 

 

     19 

     ㎥ 

      19 

     ㎥ 

佐々木 ・節水表示板シールの設置 

・節水意識の喚起 

・漏水のチェック 

・洗濯物のまとめ洗いの徹底 

     

４．産業廃棄物 

再資源化の向上 

 

提案件数 

    10 件 

 提案件数 

   10 件 

 佐藤 ・提案機会の拡大 

 

 

※電力の CO2排出係数は 0.442kｇ-CO2/kWｈ（東京電力エナジーパートナー2019年度

実績調整後）。 

※当社は化学物質を使用していない。 
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１０．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。 

適用環境関連 

法規等 

適用される事項（施設、物質、事業活動等） 確認 

廃棄物処理法 一般廃棄物の適正処理、産業廃棄物（汚泥、金属クズ、廃プ

ラ、廃油等）マニュフェスト写しの送付 

〇 

家電リサイクル法 特定家庭用機器の適正処理 ━ 

小型家電リサイク

ル法 

使用済み小型電子機器の適正処理 

 

━ 

自動車ＮＯｘ・    

ＰＭ法 

使用車両の窒素酸化物、排出基準に適合 〇 

                                              ━  期間中非該当 

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はありま

せんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去 3 年間ありません。 

 

１１．代表者による全体評価と見直しの結果 

１－①② 二酸化炭素削減 

 電力の削減において目標を達成することが出来なかった。これは主に活動期間での受注増によ

る稼働率増の影響が原因と思われますが、従業員の二酸化炭素削減への取り組みは概ね実施で

きており、今後は稼働率が高まっても結果を残せるよう更なる意識改革を進めていく。       

空調の設定温度を一定にし、猛暑日対策としては扇風機の活用、寒さ対策としては個人でひざ掛

けの使用や上着を羽織る等して対応していきます。軽油については遠隔地への運搬回数が増え、

使用率が高くなるのは運搬業なので喜ばしい事なのですが、ルートの見直しやエコドライブの徹底

で少しでも削減出来る様に務めていきたいです。 

３ 水使用量の削減 

 水の使用量については、業務で使用するゴム手袋や長靴、シート類の洗濯回数が増えた為に増

えてしまいました。しかし、使える物を使い捨てにはしたくないので洗濯の際に節水を心掛けてまと

め洗いや下洗いをして使用量の削減をしていきたいです。 

４ 産業廃棄物リサイクル率の向上 

  コロナ過で打ち合わせ回数が減っている中でも目標にしていた提案をすることが出来た。                         

産業廃棄物に関わる者として、廃棄物のリサイクル化は推進しなければならないテーマです。  

おいては更なる改善と創意工夫が必要であり、今後は結果が残るよう一人ひとりが目標達成に向

け努力していきたいです。併せて、事務用品はエコマーク・グリーンマークの付いた商品を優先的

に購入していきたいと思います。 

以 上 


